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障がい者のための国際シンボルマーク

身体障がい者標識

聴覚障がい者標識

盲人のための国際シンボルマーク

耳マーク

ほじょ犬マーク

オストメイトマーク

ハートプラスマーク

障がい者に関するマーク

障がい者が利用できる建物、施設であることを
明確に表すための世界共通のシンボルマークで
す。駐車場などでこのマークを見かけた場合に
は、障がい者の利用への配慮について、ご理解
ご協力をお願いします。

肢体不自由であることを理由に免許に条件を付
されている方が運転する車に表示するマークで
す。危険防止のためやむを得ない場合を除き、
このマークを付けた車に幅寄せや割り込みを
行った運転者は、道路交通法の規定により罰せ
られます。

聴覚障がいであることを理由に免許に条件を付
されている方が運転する車に表示するマークで
す。危険防止のためやむを得ない場合を除き、
このマークを付けた車に幅寄せや割り込みを
行った運転者は、道路交通法の規定により罰せ
られます。

世界盲人会連合で 1984 年に制定された盲人の
ための世界共通のマークです。このマークを見
かけた場合には、視覚障がい者の利用への配慮
について、ご理解ご協力をお願いします。

聞こえが不自由なことを表す、国内で使用され
ているマークです。このマークを提示された場
合は、相手が「聞こえない」ことを理解し、コ
ミュニケーションの方法への配慮についてご協
力をお願いします。

身体障がい者補助犬同伴の啓発のためのマーク
です。お店の入り口などでこのマークを見かけ
たり、補助犬を連れている方を見かけた場合は、
ご理解ご協力をお願いします。

人工肛門・人工膀胱を造設している人（オスト
メイト）のための設備があることを表していま
す。このマークを見かけた場合には、そのトイ
レがオストメイトに配慮されたトイレであるこ
とについて、ご理解ご協力をお願いします。

「身体内部に障がいがある人」を表しています。
このマークを着用されている方を見かけた場合
には、内部障がいへの配慮についてご理解ご協
力をお願いします。

街で見かける障がい者に関するマークには、主に次のようなものがあります。
誰もが充実した暮らしができる地域づくりのために、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

出雲市委託指定障がい者相談支援事業所

  障がい者週間とは
　障がい者週間とは、平成 16 年６月の障がい者基本法の改正により、国民の間に広く障がい者福祉について
の関心と理解を深めるとともに、障がい者が社会、経済、文化、そのほかあらゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高めることを目的として、従来の「障がい者の日」（12 月９日）に代わるものとして設定されました。
　市では、障がいに対する差別や偏見のない社会を目指して「出雲市福祉のまちづくり条例」を制定し、すべ
ての市民が平等で、真に豊かな社会の実現を目指しています。
　この障がい者週間を機会に、誰もが充実した暮らしができる地域づくりについて一緒に考えていきましょう。
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12月3日～9日は障がい者週間です。

委託相談支援事業所 住所 電話番号
１ ハートピア出雲 武志町 693-4 23－2720
２ ふあっと 武志町 693-1 25－0130
３ さざなみ学園 神西沖町 2534-2 43－2252
４ 光風園 湖陵町大池 240-1 43－2101
５ 出雲サンホーム 神西沖町 1315 43－7575
６ かのん（ふたば園） 神西沖町 2476-1 43－2539

７ プレーゲ
灘分町 613

（総合医療センター内
ひらた健康福祉センター 1 階）

62－2977

８ 太陽の里 斐川町名島 90 72－9125
９ エスティーム 斐川町学頭 1625-27 72－7200

おたずね／福祉推進課　☎ 21-6959
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社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が送付されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

おたずね／人権同和政策課　☎ 22-7506

②控除証明書の送付
について

国民年金に関するおたずね／日本年金機構出雲年金事務所（☎ 24－0042）
　　　　　　　　　　　　　保険年金課（☎ 21－6982）、各支所年金担当課

国民年金シリーズ

　国民年金保険料は、所得税および住民税申告で、その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料
を対象に、全額が社会保険料控除の対象となります。この控除を受けるためには、納付したことを証明する
書類の添付が義務付けられています。
　このため、日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されますので、年末調整や
確定申告まで大切に保管してください。
○１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料の納付がある方は、
　11月上旬に日本年金機構本部から送付されます。
○ 10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方は、
　来年の２月上旬に送付されます。
○ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご自身の社会保険料控除に加えることができますので、
　ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。

　1948年（昭和23年）12月10日の国連総会で世界人
権宣言が採択されて以来、国連では毎年 12 月 10 日
を「人権デー」と定め、本年で64年を迎えます。
　わが国では、世界人権宣言が採択された翌年の
1949 年（昭和 24 年）から、毎年 12 月 10 日を最
終日とする 1 週間を「人権週間」としています。今年は、
次の強調事項を掲げて、広く人権意識の高揚を呼びか
けています。

【「第 65 回人権週間」強調事項】
◎女性の人権を守ろう
◎子どもの人権を守ろう
◎高齢者を大切にする心を育てよう
◎障がいのある人の自立と社会参加を進めよう
◎同和問題に関する偏見や差別をなくそう
◎アイヌの人々に対する理解を深めよう
◎外国人の人権を尊重しよう
◎ HIV 感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
◎刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
◎犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
◎インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
◎北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
◎ホームレスに対する偏見をなくそう
◎性的指向を理由とする差別をなくそう
◎性同一性障がいを理由とする差別をなくそう
◎人身取引をなくそう
◎東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう
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考えよう  相手の気持ち
　  育てよう  思いやりの心
第26回隣保館まつり
人権標語特選作品

12月4日（水）～10日（火）は

人権週間
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会　場 大阪 東京 広島

とき、ところ 12月23日(月・祝)
大阪国際会議場

平成26年1月12日（日）
東京都立産業貿易ｾﾝﾀｰ台東館

平成26年1月18日（土）
基町クレド

送迎バス
（要事前申込、無料、定員45名） 岡山　⇔　大阪会場 な　し 山口　⇔　広島会場

時　間 内　　容 備　　考

10：45～12：00 （受付 10：15～） ◆ 企業プレゼンテーション

12：15～12：45 ◆ 一般求職者向け・アドバイスセミナー 対象は一般求職者（UI ターン希望者）

13：00～16：00 （受付 12：00～） ◆ 合同企業説明会

13：30～15：00 （受付 13：00～） ◆ 移住相談セミナー 対象は一般求職者（UI ターン希望者）

16：30～18：30 （受付 16：15～） ◆ 学生と企業の交流会 ※要事前申込、無料、対象は学生のみ

事前申込不要

事前申込不要

事前申込不要

参加無料

参加無料

参加無料

参加無料

「まつえ就職ナビ掲載企業合同就職ガイダンス」

「しまね企業ガイダンス」

「出雲地区企業説明会」

「とっとり・しまね企業ガイダンス」

12月26日（木）  9:00〜16:40

12月28日（土）  10:30〜16:30

平成26年３月８日（土）  12:45〜16:00

くにびきメッセ（松江市） JR松江駅より徒歩7分または路線バス3分

くにびきメッセ（松江市）

ラピタウエディングパレス（今市町）

平成27年3月大学、短期大学、高等専門学校、専修学校の卒業予定者

平成27年3月大学、短期大学、高等専門学校、専修学校の卒業予定者
及び県内就職を希望する方

○市内企業及び公共団体による事業所説明・採用情報提供
○パソコンによる適職診断　○職業相談

平成26、27年3月大学、短期大学、高等専門学校、専修学校の卒業予定者
及び市内で就職を希望される方

平成27年３月卒業予定の学生をはじめ、鳥取または島根で就職を希望する方

松江市役所定住雇用推進課　☎0852-55-5215

ジョブカフェしまね（（公財）ふるさと島根定住財団）  ☎0120-67-4510

ジョブ・ステーション出雲　☎24-7620

ジョブカフェしまね（（公財）ふるさと島根定住財団）  ☎0120-67-4510
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おたずね・申し込み／山陰中央新報社出雲総局　〒 693-0004 出雲市渡橋町 1228　
　　　　　　　　　　☎ 21-0019　FAX 21-0922　電子メール：shinden@sanin-chuo.co.jp

おたずね・申し込み／「トキとともに生きる出雲の魅力的な地域づくりフォーラム」事務局
　　　　　　　　　　国交省出雲河川事務所 計画課 ☎ 21-1850　FAX 21-2878　電子メール：izumo@cgr.mlit.go.jp
　　　　　　　　　　出雲市トキ分散飼育センター ☎ FAX 20-1350　電子メール：toki-c@city.izumo.shimane.jp

　高層神殿であったと伝わる古代出雲大社の御用材は、どこでどのように育
まれてきたのか。伐採から運び方、そして柱の立て方は。古代の人がどのよ
うに木と関わってきたのか。森林、木への思いは。木を中心にすえ、出雲大社成立の謎に迫ります。
　出雲国風土記に「（出雲大社の）宮材を造る山なり」と記載されている吉栗山で杉の巨木を伐採、
神戸川を流し、神門通りを曳

ひ

いて、出雲大社東神苑に 3本柱を建立する追体験事業の締めくくりとして、
シンポジウムを開催します。

　市では大正期まで宍道湖に飛来していたと記録がある「トキ」を環境にやさしいまちづくりのシンボ
ルとして揚げ、より安全・安心な住みよいまちづくりを推進しています。
　このたび、生物多様性、農業と地域活性化に関する有識者を招き、環境と地域づくりの講演を通じて、
「トキとともに生きる出雲の魅力的な地域づくり」の輪を広げるためフォーラムを開催します。

現地での調査を踏まえながら「出雲国風土記」の記載を丁寧に読み
解き、造営林を前面に出雲大社の成立にもふれます。

杉の運び出し、巨木の川流し、里曳き、
柱立ての工程について写真を通して振り
返ります。

国連生物多様性の10年委員会委員長代理
を始め、多数の委員会などで活躍。
TBS テレビ「サンデーモーニング」等に
レギュラー出演中。

「コウノトリ育む農法」の確立と普及に取り組み、
04 年の知事賞を始め、数々の賞を受賞。

《参加申込方法》
聴講には整理券が必要です。定員340人（先着順）
①聴講者氏名（2人まで）
②住所（入場券発送先）
③電話番号（同）を記入のうえ、
はがき・ファクス・電子メールで申し込みください。
整理券を発送します。

（主催）出雲国風土記「高層神殿」追体験事業実行委員会

＜パネリスト＞　　
　松本岩雄 氏（島根県教育庁文化財専門官）
　岡　宏三 氏（島根県立古代出雲歴史博物館専門学芸員）
　佐藤仁志 氏（島根大学非常勤講師、樹木医）
＜コーディネーター＞
　関　和彦 氏（元島根県古代文化センター客員研究員）

出雲国風土記「高層神殿」追体験事業　記念シンポジウム

「出雲国風土記と高層神殿」
〜出雲大社に吉栗山の夢を〜

トキとともに生きる
出雲の魅力的な地域づくりフォーラム

12月21日（土）13:30～16:30
（開場12:30） 白のホール（定員340人）

12月22日（日）13:00～17:00

ビッグハート出雲

朱
と

鷺
き

会館（西新町）

◆基調講演　13：35～14：35（60分）
　「巨木の森に浮かぶ出雲大社」

◆講演1 ｢環境革命の時代に
　　　  ～トキとともに生きる出雲の
                 魅力的な地域づくりを考える～｣

◆講演2 ｢環境にやさしい農業が
　　　　　　地域にもたらすもの」

◆基調報告
　14：40～14：50（10分）

◆パネルディスカッション  15：00～16：30（90分）

〈講師〉 関　和彦氏（元島根県古代文化センター客員研究員）

〈講師〉 湧井史郎氏
　　　  （東京都市大学 教授）

〈講師〉 西村いつき氏
　　　  （兵庫県 環境創造型農業専門員）

聴講無料
要事前申込

入場無料
要申込

と　き

と　き
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内　容

ところ

ところ

申込期限

12/19（木）



平成25年度

受講者
募集中!

出雲市生涯学習講座出雲市生涯学習講座
学びは豊かな人生の第一歩 !! あなたの好奇心を応援します☆

たくさんの皆さんの参加をお待ちしています。

応募方法：電話、ファクス、電子メールのいずれか　※電子メールの件名は「出雲市生涯学習講座申込」としてください。
必要事項：1. 講座名　2. 郵便番号　3. 住所　4. 氏名（ふりがな）　5. 年齢　6. 電話番号（できれば携帯番号も）
　　　　　7. 託児の希望（無料です）※「ポンポン船を作ろう」講座は託児がありません。
応募締切：12月27日（金） 
　　　　　※定員に達しない場合は延長し、定員になりしだい締め切ります。
決定通知：締め切り後1週間以内に郵送します。定員を超えた場合は抽選になります。

■◆■次回の講座受講者募集は広報いずも10月号(9月20日発行)に掲載予定です■◆■

■◆■ 次回の講座受講者募集は広報いずも7月号（6月20日発行）に掲載予定です ■◆■

申
し
込
み・お
た
ず
ね

申
し
込
み・お
た
ず
ね

「ぽにょ」でもおなじみ、ポンポン船。熱エネルギーで蒸気を作り、蒸
気の力で水の上を進むポンポン船を手作りします。出雲科学館の
先生と一緒にエネルギーについて楽しく学びましょう。

“もしも”の時の備え…日頃話し難いテーマに向き合える「エンディ
ングノート」。自分仕様で気軽に書ける『オリジナル・エンディング
ノート』を作ってみませんか。「こうありたい自分」を見つける手段、
「今」の生き方を見つめ直すきっかけにもなります。

【開催日】平成26年1月11日(土)　【時間】10:30～12:00
【会　場】出雲科学館　　【受講料】200円
【定　員】小学生以上のお子さま24名(保護者同伴)

作って楽しい！遊んで楽しい！
ポンポン船を作ろう！

環 境

全1回

【時　間】10:00～12:00　【会　場】くすのきプラーザ
【受講料】300円　　【定　員】男性20名
【講　師】公益財団法人しまね女性センター理事　福間正久

男の生き方セミナー
自分だけの「エンディングノート」を作ろう
～これからをよりよく生きるために～

生きがい

託児
あり

全3回

【共催:出雲科学館】

簡単♪
　楽しい♪

申し込み・おたずね／市民活動支援課　
☎ 2１-６５２８  FAX  2１-６７３０
メール ： gakushu@city.izumo.shimane.jp 

回 開催日（平成26年） 講座内容
① 1月31日（金） 私に今、“もしも”のことがあったら
② 2月  7日（金） 伝えたいことを伝えたい人に
③ 2月21日（金） これからの生き方、楽しみ方

里見香奈女流名人（女王 倉敷藤花）と
挑戦者を迎えての交流会

平成26年１月18日（土）18：30～20：00
会場／ニューウェルシティ出雲

平成26年１月19日（日）
会場／出雲文化伝承館

おたずね／女流名人位戦第１局（出雲）開催実行委員会
　　　　　事務局（文化スポーツ課内）☎21-6514  FAX21-6517

主催：出雲市青少年育成市民会議・出雲地区保護司会
おたずね／出雲市青少年育成市民会議事務局：青少年育成課  ☎21-6297

主催：報知新聞社、（公社）日本将棋連盟、出雲市　特別協賛：株式会社ユニバーサル
        エンターテインメント　運営：女流名人位戦第１局（出雲）開催実行委員会

前
夜
祭

第1局

平成25年度 

社会を明るくする運動
標語　優秀作品

ユニバーサル杯第40期

女流名人位戦　
五番勝負第１局　開催決定

前売券（税込）／一般5,000円・中学生以下3,000円
　　　　　　　（いずれも料理・飲物代込／記念品付）
前売券取扱先／文化スポーツ課
※参加者数に制限があります。前売券がなくなりしだい終了。

  9：00～対　局【松籟亭】　※関係者以外の入場は固くお断りします。

13：30～大盤解説会【縁結び交流館】　入場料：無料

《小学生の部》 応募数709作品

《中学生の部》 応募数59作品
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ありがとう　みんなに広がる　笑顔の輪

変えるなら　他人よりまず　自分から

気づこうよ　相手がいやがる　その気持ち

見ないふり　何で君は　とめないの？

思いやり　いじめ防止の　第一歩

思いやる　心が育てる　明るい社会

最優秀賞
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